
○町の人口（3月１日現在）男15,236人  女15,504人  計30,740人（前月比－1）世帯数8,277世帯（前月比＋7）�

広  報�

　林小学校で行われた能の公演で、児童たちが能で使う打

楽器、小鼓を打つ体験をしました（写真上）。講師の先生

が打つときれいな音が出るのにどうして鳴らないのかな？

やっぱり何でも練習が大事なんだね。�

あれ？音が鳴らないよ。�

蜘蛛の糸投げ蜘蛛の糸投げ�蜘蛛の糸投げ�
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第
一
部
　
　
　
　
　
　
　

　
●

●

●

●

●

●

●

●�

　教
育
功
労
者
な
ど
を
表
彰

　�　
教
育
の
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
方

や
、
活
躍
が
認
め
ら
れ
た
方
と
団
体
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た

み
な
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

感
謝
状
受
賞
者
　
　
　
　

　�●
学
校
教
育
功
労
者
　
　
　
　
　
　
　

　
木
崎
誉
史
（
寄
付
）
　
　
　
　
　
　�

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
退
任
役
員
　
　
　
　
　
　
　

　
木
村
利
己
（
前
園
部
中
会
長
）
・
渡

辺
由
夫
（
前
葦
穂
小
会
長
）
・
中
島
博

（
前
吉
生
小
会
長
）
・
潮
田
昌
造
（
前

恋
瀬
小
会
長
）
・
平
岡
孝
一
（
前
瓦
会

小
会
長
）
・
久
保
田
孝
（
前
園
部
小
会

長
）
・
羽
生
隆
（
前
朝
日
小
会
長
）
・

久
保
田
修
（
前
有
明
中
会
長
）
・
友
部

和
子
（
前
恋
瀬
小
副
会
長
）
　
　
　
　

　
　
　
　�

表
彰
状
受
賞
者
　
　
　
　

　�●
学
校
教
育
功
労
者
　
　
　
　
　
　
　

　
萩
原
真
帆
（
小
桜
小
五
年
）
・
鶴
井

亮
太（
園
部
中
一
年
）・
南
澤
律
子
（
園

部
中
二
年
）
・
戸
沼
佑
紀
（
園
部
中
二

年
）
・
山
辺
利
恵
（
園
部
中
二
年
）
・

三
浦
め
ぐ
み
（
園
部
中
二
年
）
・
藤
田

桃
子
（
南
中
三
年
）
・
飯
村
翠
里
（
柿

岡
中
三
年
）
・
岩
田
智
史
（
柿
岡
中
二

年
）・
入
江
か
お
り
（
瓦
会
小
六
年
）・

田
村
悠
（
南
中
一
年
）
　
　�

●
特
別
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
吉
生
だ
っ
ぺ
（
吉
生
小
）
　
　
　
　�

●
教
育
論
文
入
賞
者
　
　
　
　
　
　
　

▽
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
渡
邊
恭
子
（
東
成
井
小
教
諭
）
・
岡

野
智
子
（
瓦
会
小
教
諭
）
・
渡
邊
成
人

（
柿
岡
小
教
諭
）
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
優
良
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
矢
口
典
子
（
園
部
小
教
諭
）
　
　
　

▽
努
力
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
澤
信
子
（
林
小
教
諭
）
・
小
池
伊

理
子
（
恋
瀬
小
教
諭
）
・
岡
田
つ
や
子

（
葦
穂
小
教
諭
）・
三
輪
均
（
吉
生
小
教

諭
）
・
藤
枝
信
一
（
小
幡
小
教
諭
）
・

吉
原
一
史
（
小
桜
小
教
諭
）
・
持
丸
さ

と
美
（
有
明
中
養
護
教
諭
）
・
嶋
田
稔

（
柿
岡
中
教
諭
）・
山
田
修
一
（
柿
岡
中

教
諭
）・
田
上
泉
（
柿
岡
中
養
護
教
諭
）

小
松
崎
解
子
（
南
中
教
諭
）
　
　
　
　�

�

　
　
　
　
　
　�

�

●
オ
ア
シ
ス
運
動
作
文
　
　
　
　
　
　

▽
最
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
櫻
井
卓
（
小
幡
小
四
年
）
　
　
　
　

▽
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
小
学
校
の
部
】
　
　
　
　
　
　
　
　

　
相
澤
明
日
香
（
葦
穂
小
六
年
）
　
　

【
中
学
校
の
部
】
　
　
　
　
　
　
　
　

　
雨
貝
未
来
（
南
中
三
年
）
　
　
　
　

【
高
校
・
一
般
の
部
】
　
　
　
　
　
　

　
杉
山
は
つ
（
柴
間
）
　
　
　
　
　
　�

教育振興大会�

第２４回八郷町教育振興大会�

　
二
月
十
六
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
町
内
の
学
校
教
育
、

社
会
教
育
関
係
者
が
出
席
し
、
第
二
十
四
回
八
郷
町
教
育
振
興

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
第
一
部
で
は
、
教
育
関
係
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
や
団

体
、
ま
た
教
育
研
究
の
成
果
が
認
め
ら
れ
た
教
職
員
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
第
二
部
で
は
、
歴
史
研
究
家
村
上
春
樹
先
生
を
招
い

て
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ア
シ
ス
運
動
作
文
・�

標
語
入
賞
者�

⑵

21世紀を迎え、学校教育・社会教育・地域文化�

のバランスのとれた教育の振興発展をめざして�



▽
優
良
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
小
学
校
の
部
】
　
　
　
　
　
　
　
　

　
酒
井
沙
絵
実
（
園
部
小
六
年
）
・
山

田
栞
（
東
成
井
小
五
年
）・
廣
瀬
歩
（
瓦

会
小
三
年
）・
額
賀
俊
明（
林
小
六
年
）・

安
田
真
由
美
（
恋
瀬
小
一
年
）
・
阿
曽

尾
幸
奈
（
吉
生
小
二
年
）
・
滝
田
理
佳

（
柿
岡
小
四
年
）
・
大
塚
真
美
（
小
桜

小
五
年
）・
大
関
直
人
（
朝
日
小
三
年
）

【
中
学
校
の
部
】
　
　
　
　
　
　
　
　

　
久
保
田
優
依
（
園
部
中
三
年
）
・
大

図
佳
澄
（
有
明
中
二
年
）
・
吉
水
亜
沙

美
（
柿
岡
中
三
年
）
　
　
　
　
　
　
　

【
高
校
・
一
般
の
部
】�

　
長
谷
川
雅
吾
（
真
家
）
　
　
　
　
　�

�

●
オ
ア
シ
ス
運
動
標
語
　
　
　
　
　
　

▽
最
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
竹
越
萌
野
（
有
明
中
三
年
）
　
　
　

▽
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
小
学
校
の
部
】
　
　
　
　
　
　
　
　

　
榎
戸
よ
し
み
（
小
桜
小
五
年
）
　
　

【
中
学
校
の
部
】
　
　
　
　
　
　
　
　

　
並
木
聡
美
（
園
部
中
二
年
）
　
　
　

【
高
校
・
一
般
の
部
】
　
　
　
　
　
　

　
山
田
澄
江
（
山
崎
）
　
　
　
　
　
　

▽
優
良
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
小
学
校
の
部
】
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
毛
奈
都
美
（
柿
岡
小
六
年
）
・
田

中
暁
美
（
朝
日
小
五
年
）
・
藤
田
静
香

（
小
幡
小
五
年
）・
松
永
花
菜
恵
（
吉
生

小
四
年
）・
上
野
夏
実（
葦
穂
小
四
年
）・

飯
田
智
也
（
恋
瀬
小
四
年
）
・
飯
島
加

奈
（
林
小
三
年
）
・
岡
野
愛
（
瓦
会
小

六
年
）・
酒
寄
雅
斗（
東
成
井
小
四
年
）・

根
本
紀
子
（
園
部
小
五
年
）
　
　
　
　

【
中
学
校
の
部
】
　
　
　
　
　
　
　
　

　
小
野
瀬
真
美
（
柿
岡
中
三
年
）
・
川

又
匡
（
南
中
三
年
）
　
　
　
　
　
　
　

【
高
校
・
一
般
の
部
】
　
　
　
　
　
　

　
杉
山
ま
ゆ
み
（
八
郷
高
校
三
年
）
　�

���

【
小
・
中
学
校
の
部
】
　
　
　
　
　
　

▽
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
南
中
学
校
（
貝
塚
忠
男
校
長
）
　
　

▽
優
良
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
瓦
会
小
学
校
（
飯
田
和
行
校
長
）
　

▽
努
力
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
恋
瀬
小
学
校
（
奥
村
茂
校
長
）
　
　

【
団
体
・
職
場
の
部
】
　
　
　
　
　�

▽
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
園
部
第
三
百
寿
会
（
富
田
俊
男
会

長
）�

��

　
　�

�

　
　
第
二
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

●  

●  

● �

記
念
講
演
　�

�

　
講
師
に
、
歴
史
研
究
家
村
上
春
樹
先
生
を
招
き
、

「
常
陸
の
将
門
伝
説
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
村
上
先
生
は
、
早
稲
田
大
学
で
国
語
学
を
専
攻
、

卒
業
後
は
、
横
浜
市
立
高
校
に
勤
務
し
、
定
年
退
職

後
横
浜
市
立
図
書
館
に
勤
務
。
こ
の
間
、
将
門
記
と

そ
の
伝
承
の
研
究
に
取
り
組
む
、
古
典
遺
産
の
会
、

茨
城
県
民
族
学
会
に
所
属
、
著
書
・
共
著
「
将
門
記

研
究
と
資
料
」
「
軍
記
と
漢
文
字
」
「
軍
記
文
学
の

始
発
」
「
平
将
門
伝
説
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
　
　�

最
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
　
　
　
　
　
有
明
中
学
校
三
年
　
竹
越
　
萌
野�

��

あ
り
が
と
う
　
言
え
た
喜
び
　
言
わ
れ
た
喜
び�

�

優
良
賞
【
小
学
生
の
部
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　�

�

　
　
　
　
　
　
小
桜
小
学
校
五
年
　
榎
戸
よ
し
み�

��

太
陽
と
い
っ
し
ょ
に
　
お
は
よ
う
　
朝
の
町
　

　
　
　
　
　
　
　
　    �

優
良
賞
【
中
学
生
の
部
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　�

�

　
　
　
　
　
　
園
部
中
学
校
二
年
　
並
木
　
聡
美�

��

オ
ア
シ
ス
で
　
心
の
窓
を
　
明
け
ま
し
ょ
う
　�

�

優
良
賞
【
高
校
・
一
般
の
部
】
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
山
田
　
澄
江�

��

思
い
や
る
　
心
で
交
わ
す
　
あ
り
が
と
う
　
　

　
　
　
　
　�

�

⑶

オ
ア
シ
ス
運
動
標
語
優
秀
作
品�

花
と
緑
の
環
境
美
化�

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
団
体
　
　�

�

�

歴史研究家　村上春樹先生歴史研究家　村上春樹先生�歴史研究家　村上春樹先生�

教育振興大会�
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ぼ
く
に
は
、
二
さ
い
の
弟
が
い
ま
す
。
名
前
は
、学
と
言
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
は
、
目
が
は
な
せ
な
く
て
た
い
へ
ん
だ
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
ぼ
く
に
と
っ
て
は
、
年
が
は
な
れ
た
か
わ
い
い
弟
で
す
。
　
　

　
最
近
、
学
は
、何
で
も
ぼ
く
の
ま
ね
を
し
ま
す
。
朝
起
き
た
と
き
、

ぼ
く
が
み
ん
な
に
、
　�

「
お
は
よ
う
」
と
い
う
と
、
学
も
、
　
　
　                

　
　

「
お
、
は
、
よ
、
う
、
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　              

　

と
、
ゆ
っ
く
り
言
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
お
母
さ
ん
は
、
　
　
　
　

「
学
ち
ゃ
ん
、
す
ご
い
。
上
手
だ
ね
」
と
ほ
め
ま
す
。
　
　
　
　

「
あ
、
あ
、
あ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
言
っ
て
、
学
は
う
れ
し
そ
う
で
す
。
ほ
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
、
よ
く
わ
か
る
ら
し
い
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
で
も
、
学
は
、
と
き
ど
き
い
た
ず
ら
を
し
て
、
お
母
さ
ん
を
こ
ま

ら
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　

　
こ
の
前
は
、
学
が
め
ず
ら
し
く
し
ず
か
に
し
て
い
る
の
で
、
一
人

で
遊
ん
で
い
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
ク
レ
ヨ
ン
を
出
し
て
、

た
た
み
の
上
に
落
書
き
を
し
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
が
、
　
　
　
　
　

「
こ
ら
っ
、
学
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

�����

と
言
う
と
、
び
っ
く
り
し
て
、
ク
レ
ヨ
ン
を
ポ
ー
ン
と
ほ
う
り
投
げ

ま
し
た
。
お
母
さ
ん
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　

「
こ
の
紙
に
書
い
て
ね
、
こ
こ
は
だ
め
ね
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
や
さ
し
く
言
う
と
ク
レ
ヨ
ン
を
拾
っ
て
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
　

「
ご
め
ん
な
さ
い
っ
て
言
う
ん
だ
よ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
、
た
た
み
の
上
の
落
書
き
を
ぞ
う
き
ん
で
ふ
い
て
あ
げ
ま
し
た
。

学
は
、
な
ぜ
か
う
れ
し
そ
う
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ご
、
め
、
ん
、
な
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ぼ
く
の
顔
を
見
上
げ
ま
し
た
。
ま
る
で
、
「
ふ
い
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
、
お
兄
ち
ゃ
ん
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
　
　
　
　  �

　
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
学
は
、
い
ろ
い
ろ
な
時
に
、
　
　

「
ご
め
ん
な
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
人
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ご
め
ん
な
。
ご
め
ん
な
。
ご
め
ん
な
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
く
り
返
し
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
こ
う
や
っ
て
言
葉
を
お
ぼ
え
て

い
く
の
か
と
、
弟
が
た
の
も
し
く
見
え
て
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

夜
ね
る
と
き
も
、
家
族
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
お
や
す
み
な
さ
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
言
う
と
、
学
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
あ
、
あ
、
あ
、
な
、
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
言
い
ま
す
。
学
な
り
に
「
お
や
す
み
な
さ
い
」
の
ま
ね
を
し
て
い

る
つ
も
り
な
も
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
オ
ア
シ
ス
運
動
の
言
葉
は
、
人
と
人
と
の
心
を
つ
な
ぐ
役
目
を
し

て
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
き
ょ
う
初
め
て
会
っ
た
人
と
で

も
、
友
達
に
な
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
家
族
も
み
ん
な
仲
よ

く
な
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
学
は
、
何
で
も
ぼ
く
の
ま
ね
を
し
ま
す
。
ま
る
で
、
ぼ
く
が
、
お

手
本
に
な
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
す
。
オ
ア
シ
ス
運
動
の
言
葉
を
き
ち

ん
と
言
っ
て
、
よ
い
お
手
本
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
　�

�����������������

　
私
が
五
年
生
の
時
、
総
合
学
習
で
オ
ペ
レ
ッ
タ
雪
渡
り
を
や
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
八
郷
プ
ロ
バ
ン
ス
を
訪
問
す
る
た
め
で
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
日
、
訪
問
す
る
と
、
お
年
寄
り
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
た
ち
を
大
き
な
拍
手
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

私
は
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の
前
で
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
す
る
こ

と
で
す
ご
く
き
ん
張
し
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
し
か
し
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
が
終
わ
っ
て
周
り
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が
涙
を
こ
ぼ
し
て
い
た
の
で
す
。
　

　
き
ょ
う
初
め
て
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に
対
面
し
た
の
に
、

見
ず
知
ら
ず
の
私
た
ち
の
発
表
に
涙
を
こ
ぼ
し
て
ま
で
大
拍
手
を
し

て
く
れ
た
り
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
り
し
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
お
年
寄
り
が
感
動
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、
心
か

ら
う
れ
し
く
て
、
私
た
ち
ま
で
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
こ
の
日
の
感
動
の
思
い
出
は
、
私
の
心
の
ア
ル
バ
ム
に
深
く
刻
ま

れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
「
雪
渡
り
」
が
終
わ
っ
て
数
ヵ
月
後
の
こ
と
、
私

優
秀
賞�

《
小
学
校
の
部
》�
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は
友
達
と
お
店
に
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
買
い
物
を
し
て
店
を
出
た

そ
の
時
、
一
人
の
お
ば
あ
さ
ん
が
片
足
を
引
き
ず
っ
て
歩
い
て
い
ま

し
た
。
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
の
姿
を
見
て
、
苦
し
そ
う
で
か
わ
い
そ
う

だ
な
ー
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
う
え
重
い
荷
物
を
持
っ
て
い
た
の

で
、
持
っ
て
あ
げ
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
頭
の
中
で
は
そ

う
思
っ
て
い
て
も
は
ず
か
し
い
あ
ま
り
に
、
そ
の
気
持
ち
を
勇
気
を

出
し
て
言
葉
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
ど
う
し
よ
う
、

ど
う
し
よ
う
」
と
迷
っ
て
い
る
ば
か
り
で
口
に
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
と
ま
ど
っ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
友
達
と
言
お
う
か
、
ど
う
し
よ
う
か
と
悩
ん
だ
末
つ
い
に
私
は
、

友
達
と
勇
気
を
だ
し
て
言
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

「
お
ば
あ
さ
ん
、
大
丈
夫
で
す
か
。
荷
物
持
っ
て
あ
げ
ま
す
よ
」
。

　
す
る
と
、
お
ば
あ
さ
ん
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
あ
り
が
と
う
、
で
も
近
く
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
よ
」
と
、
う
れ
し
そ

う
に
言
葉
を
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
私
は
、
お
ば
あ
さ
ん
の
笑
う
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
う
れ
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
ま
で
、
勇
気
を
出
し
て
も
声
が
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
自
分
な
の

に
、
思
い
や
り
の
一
言
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
八
郷

プ
ロ
バ
ン
ス
訪
問
で
大
切
な
こ
と
を
学
ん
だ
か
ら
で
す
。
　
　
　
　

　
こ
の
日
の
体
験
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
困
っ
た
人
の
力
に
な

っ
て
い
き
た
い
で
す
。
自
分
一
人
だ
け
で
な
く
、
思
い
や
り
の
一
言

が
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
地
域
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
し
、
増
え

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
れ
が
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
と
思
う

し
、
そ
の
思
い
や
り
が
、
心
の
交
流
を
深
め
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
私
は
、
こ
の
気
化
器
に
地
域
の
人
と
も
親
し
く
な
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
思
い
や
り
の
一
言
で
、
人
の
心
は
、
あ
た
た
か
く
笑
顔
に
包
ま
れ

る
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　�

����

������������

　
以
前
、
夏
休
み
に
家
族
で
富
士
山
に
登
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

実
は
そ
の
こ
ろ
、
私
は
、
登
山
な
ん
て
あ
ま
り
し
た
く
な
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
し
か
し
、
登
り
は
じ
め
る
と
、
そ
ん
な
私
の
気
持
ち
を
大
き
く
変

え
る
思
い
が
け
な
い
出
来
事
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　

　
そ
れ
は
、
下
山
し
て
き
た
方
の
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
が
ん
ば
っ
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
言
う
一
言
。
そ
れ
も
一
人
の
方
だ
け
で
な
く
、
来
る
人
、
来
る
人

が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
こ
ん
に
ち
は
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

「
も
う
少
し
で
す
よ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
最
初
は
少
し
驚
き
ま
し
た
が
、
あ
い

さ
つ
っ
て
本
当
は
、
こ
ん
な
に
自
然
に
で
き
る
も
の
な
の
だ
と
、
嬉

し
く
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
自
分
た
ち
が
下
山
す
る
こ
ろ
に
は
、
す
っ
か
り
私
も
、      

　
　

「
こ
ん
に
ち
は
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
と
、
自
分
か
ら
自
然
に
言
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
　

　
と
て
も
疲
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
少
し
勇
気
を
出
し
て
あ
い
さ
つ
を

交
わ
す
と
、
気
持
ち
の
良
い
も
の
で
し
た
。
き
っ
と
、
私
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
も
、
初
め
は
私
と
同
じ
よ
う
に

戸
惑
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
普
段
の
生
活
の
中
で
、
見
ず
知
ら
ず
の
人
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す

な
ん
て
、
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
な
い
こ
と
で
す
か
ら
。
　

　
そ
れ
が
、
た
く
さ
ん
の
人
の
声
に
励
ま
さ
れ
る
う
ち
に
、
自
分
も

な
ん
と
な
く
声
を
か
け
た
く
な
る
・
・
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
た
ぶ
ん
そ
れ
は
、
皆
が
同
じ
よ
う
に
、
苦
し
か
っ
た
り
疲
れ
て
い

た
り
す
る
中
で
、
他
人
を
気
遣
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
だ
か
ら
、
自
然
に
あ
い
さ
つ
や
他
人
を
い
た
わ
る
言
葉
が
出
て
く

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　  

　
　
　
　
　
　

　
そ
し
て
、
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
人
も
、
同
じ
よ
う
に
他
人
を
少
し

で
も
励
ま
そ
う
と
、
声
を
か
け
る
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
体
力
的
に
辛
く
な
っ
た
と
き
で
も
、
た
く
さ
ん
の
人
が
支
え
て
く

れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
実
感
が
あ
れ
ば
、
ま
た
、
が
ん
ば
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
に
も
な
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
袈
裟
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
人
の
人
が
し
た
あ
い
さ
つ
で

も
、
そ
れ
が
本
当
に
心
の
中
か
ら
出
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
何
千
、
何

万
も
の
人
の
心
で
さ
え
動
か
す
こ
と
だ
っ
て
あ
り
得
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
、
思
い
返
す
と
、
私
は
あ
の
時
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
し
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
今
、
自
分
は
ど
れ
だ
け
心
か
ら
の
あ
い
さ

つ
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
、
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
交
わ
し
て
嬉

し
く
な
る
よ
う
な
あ
い
さ
つ
の
根
底
に
は
、
他
人
へ
の
思
い
や
り
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
れ
か
ら
も
、
あ
た
た
か
い
あ
い
さ
つ
が
交
わ
せ
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　�
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������������

　
私
は
、
貴
方
の
名
も
知
ら
ず
、
住
所
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

ど
う
し
て
も
手
紙
を
書
か
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　

　
な
ぜ
あ
の
時
、
貴
方
と
あ
な
た
の
お
ば
あ
様
の
所
へ
か
け
よ
っ

て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

「
え
ら
い
わ
ね
。
お
ば
あ
様
に
対
す
る
貴
方
の
優
し
さ
、
言
葉
遣
い

に
感
動
し
ま
し
た
。
私
は
貴
方
の
お
か
げ
で
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
」                                             

　�

と
、
言
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
悔
や
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
お
ば

あ
様
に
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　            

　
　�

「
い
い
お
孫
様
で
お
幸
せ
で
す
ね
。
お
孫
様
に
手
紙
を
上
げ
た
い
の

で
す
が
、
住
所
と
お
名
前
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
言
え
ば
、
三
ヵ

月
も
悩
む
こ
と
も
な
く
、
夏
休
み
に
は
私
宅
に
遊
び
に
も
き
て
頂
け

た
の
に
、
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
あ
の
時
の
感
動
は
色
褪
せ
る
こ
と
な
く
、
ま
す
ま
す
鮮
や
か
に
胸

に
せ
ま
っ
て
く
る
の
で
す
。
　
　
　
　
　                 

　�

　
今
の
世
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
人
へ
の
優
し
さ
、
家
族
と
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
を
身
を
も
っ
て
教
え
て
く
れ
た
貴
方
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
あ
の
日
、「
ゆ
り
の
郷
」
は
休
む
所
も
な
い
位
込
ん
で
い
ま
し
た
。

休
憩
室
の
テ
レ
ビ
の
前
の
椅
子
に
老
婦
人
が
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
へ

貴
方
が
大
勢
の
人
の
間
を
か
き
分
け
て
来
た
の
で
す
。
可
愛
い
女
の

お
子
さ
ん
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
込
み
合
っ
て
い
る
か
ら
こ
こ
を
離
れ
な
い
で
ね
。

も
う
少
し
経
っ
た
ら
帰
る
か
ら
、
そ
の
時
、
迎
え
に
来
る
か
ら
ね
」

祖
母
の
肩
に
手
を
か
け
て
顔
を
の
ぞ
き
込
む
よ
う
に
し
て
、
い
た
わ

り
の
言
葉
を
か
け
て
い
る
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
あ
ま
り
の
人
々
で
座
る
と
こ
ろ
が
無
く
て
お
嫁
さ
ん
や
孫
と
一
緒

に
同
じ
所
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
私
は
思
い
ま
し
た
。
　

　
私
は
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
居
て
、
そ
の
様
子
を
時
の
流
れ
る

ま
ま
に
眺
め
て
い
た
の
で
す
。
　
そ
の
う
ち
貴
方
は
老
人
の
足
元
に

あ
る
ジ
ュ
ー
ス
に
気
が
付
い
た
ら
し
く
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ま
だ
ジ
ュ
ー
ス
飲
ま
な
か
っ
た
の
、
こ
れ
は
、

い
つ
も
飲
ん
で
い
る
も
の
と
違
う
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
開
け
ら
れ
な

か
っ
た
わ
ね
。
ご
め
ん
ね
。
開
け
て
や
ら
な
く
て
」。
　
　
　
　
　

　
貴
方
は
、
お
ば
あ
様
の
前
に
座
り
、
開
け
方
を
教
え
飲
ま
せ
て
あ

げ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
態
度
と
い
い
、
老
人
を
い
た
わ
る
言
葉
遣
い
の
優
し
さ
。
お

ば
あ
様
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
も
素
直
で
美
し
く
ひ
び
き
、
私

も
心
を
泉
の
よ
う
に
美
し
く
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
私
も
心
の
中

で
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
、
叫
ん
で
い
た
の
で
し
た
。
　
　
　
　
　

　
私
は
、
貴
方
の
様
な
、
い
い
お
子
さ
ま
を
育
て
ら
れ
た
お
父
様
、

お
母
様
に
も
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
い
た
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　

今
、
こ
の
手
紙
を
書
き
な
が
ら
、
私
は
目
を
閉
じ
ま
し
た
。
　
　
　

映
画
の
一
こ
ま
一
こ
ま
の
よ
う
に
浮
か
ん
で
は
消
え
る
シ
ー
ン
。
人

と
人
と
の
支
え
合
っ
て
い
る
家
族
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。
目
に
浮

か
ぶ
ご
家
族
は
皆
さ
ん
お
だ
や
か
な
人
々
で
し
た
。
そ
こ
に
は
和
や

か
な
会
話
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
老
の
日
に
お
祝
い
を
受
け
る
老
人
が
テ
レ
ビ
に
映
っ
た
り
、
新
聞

に
載
っ
た
り
す
る
と
、
そ
の
老
人
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
声
を
か
け
る
私
で
す
。
　
　
　

　
そ
し
て
、
そ
の
お
世
話
を
す
る
陰
の
人
、
お
嫁
さ
ん
や
娘
さ
ん
に

「
ご
苦
労
様
」
と
心
で
手
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
貴
方
の
ご
家
庭
は
、
い
つ
も
お
年
寄
り
に
優
し
く
接
し
て
い
ら
れ

る
か
ら
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
シ
ー
ン
を
私
に
見
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
お
ば
あ
様
と
仲
良
く
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　
　�

����������

■
補
正
予
算
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
七
億
三
、三
三
四
万
八

千
円
を
追
加
し
総
額
を
一
〇
六
億
六
、
二
四
〇
万
九
千
円
と
し

ま
し
た
。
歳
入
の
お
も
な
も
の
で
は
、
学
校
給
食
施
設
整
備
事

業
に
係
る
町
債
の
四
億
四
、
四
五
〇
万
円
の
補
正
増
で
す
。
歳

出
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事
請
負
代
の
六
億
六
、〇

〇
〇
万
円
の
補
正
増
が
お
も
な
も
の
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　�

�

■
条
例
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
八
郷
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
で
、
条
文
の
看
護

婦
（
士
）
、
准
看
護
婦
（
士
）
を
看
護
師
、
准
看
護
師
に
助
産

婦
を
助
産
師
に
改
め
る
も
の
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　
　
　
　             �

■
契
約
の
変
更
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
十
三
年
第
二
回
八
郷
町
議
会
臨
時
会
で
可
決
さ
れ
た
、

橋
梁
下
部
工
事
請
負
契
約
の
契
約
金
額
八
、一
三
七
万
五
千
円

を
、
四
八
三
万
円
減
額
し
、
七
、六
五
四
万
五
千
円
と
す
る
も

の
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　�

�

■
土
地
改
良
事
業
計
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
土
地
改
良
事
業
計
画
（
小
屋
地
区
と
永
沼
地
区
の
農
道
整
備

事
業
）
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

第
二
回
八
郷
町
議
会
臨
時
会�

　
平
成
十
四
年
第
二
回
八
郷
町
議
会
臨
時
会
が
二
月
十
五

日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
一
般
会
計

補
正
予
算
議
案
、
条
例
改
正
議
案
、
工
事
請
負
契
約
の
変

更
議
案
、
土
地
改
良
事
業
計
画
議
案
で
し
た
。
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

名
も
知
ら
ぬ
少
女
に
書
い
た
手
紙
　
　
　�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
間  

　
杉
　
山
　
　
は
　
つ�

教育振興大会　・　議会臨時会�

優
秀
賞�

《
高
校
・�

　
　
一
般
の
部
》�

⑹



����

　
病
気
や
ケ
ガ
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か

り
、
か
か
っ
た
費
用
が
著
し
く
高
額
で

あ
る
た
め
支
払
い
が
困
難
な
方
に
対
し

そ
の
医
療
費
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部

を
貸
し
付
け
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
必
要
と
す
る
医
療
を
簡
単

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ

り
適
切
な
医
療
費
を
確
保
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
。�

（
貸
付
の
対
象
）�

　
医
療
費
の
一
部
の
貸
し
付
け
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、
八
郷
町
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
医
療
費

に
つ
き
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る�

����������������

����

世
帯
主
で
す
。�

〔
貸
付
対
象
者
の
制
限
〕�

　
そ
の
年
度
の
保
険
税
総
所
得
か
ら
過

去
一
年
間
に
お
け
る
そ
の
世
帯
に
属
す

る
被
保
険
者
の
医
療
費
に
係
る
支
払
金

額
の
合
計
額
を
控
除
し
た
額
が
、
そ
の

世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
数
に
応
じ

て
定
め
る
次
の
金
額
以
下
に
な
る
と
き

◎
被
保
険
者
が
四
人
ま
で
。
　
　
　
　

　
三
百
六
十
万
円
で
す
。�

◎
五
人
以
上�

　
三
百
六
十
万
円
に
被
保
険
者
の
数
が

四
人
を
超
え
る
一
人
に
つ
き
三
十
五
万

円
を
加
算
し
た
額
で
す
。�

〔
貸
付
額
〕�

　
貸
付
額
は
五
千
円
以
上
で

あ
っ
て
、
か
つ
高
額
療
養
費

支
給
見
込
み
額
の
九
〇
％
に

相
当
す
る
範
囲
内
で
す
。

〔
貸
付
け
の
条
件
〕�

①
貸
付
金
の
利
子�

 

　
無
利
子
と
し
ま
す
。�

②
償
還
期
限�

　
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受

　
け
た
日
ま
で
と
し
ま
す
。�

③
償
還
方
法�

 

　
一
時
償
還
と
し
ま
す
。�

〔
貸
付
金
の
返
還
〕�

　
町
長
は
、
借
受
者
が
貸
付

金
を
貸
し
付
け
以
外
の
目
的�

����

に
使
用
し
た
と
き
、
ま
た
は
不
正
な
行

為
に
よ
り
貸
し
付
け
を
受
け
た
と
き
は
、

償
還
期
限
前
で
あ
っ
て
も
貸
付
金
の
全

額
ま
た
は
一
部
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。�

〔
貸
付
金
の
償
還
〕�

　
町
長
は
、
借
受
者
に
代
わ
っ
て
八
郷

町
国
民
健
康
保
険
か
ら
高
額
療
養
費
を

受
領
し
、
こ
れ
を
貸
付
金
の
償
還
金
の

支
払
に
充
当
し
ま
す
。
ま
た
、
高
額
療

養
費
の
額
が
貸
付
金
を
超
え
る
と
き

は
、
そ
の
超
え
る
額
を
借
受
者
に
交
付

し
、
貸
付
金
に
満
た
な
い
と
き
は
そ
の

満
た
な
い
額
を
町
長
が
定
め
る
期
限
ま

で
に
返
還
さ
せ
ま
す
。�

高
額
療
養
費
と
は�

　
病
気
や
ケ
ガ
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か

り
、
同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
同
じ
医
療

機
関
で
支
払
っ
た
自
己
負
担
金
が
高
額

に
な
っ
た
場
合
、
自
己
負
担
の
限
度
額

を
超
え
た
分
は
国
保
が
負
担
す
る
の
で

あ
と
で
支
給
さ
れ
ま
す
。�

　
ひ
と
つ
の
世
帯
で
、
同
じ
月
内
に
医

療
費
の
自
己
負
担
額
が
三
万
円
以
上

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
二
万
一
千
円

以
上
）
の
場
合
が
二
回
以
上
あ
っ
た
と

き
、
そ
れ
ら
の
額
を
合
算
し
て
、
合
計

で
自
己
負
担
の
限
度
額
（
一
般
六
万
三

千
六
百
円
プ
ラ
ス
一
％
）
を
超
え
た
分

が
、
あ
と
で
支
給
さ
れ
ま
す
。�

���

　
四
月
一
日
か
ら
、
老
人
保
健
で
お
医

者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
に
支
払
う
費

用
（
一
部
負
担
金
）
が
次
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
す
。�

【
外
来
の
場
合
】�

��������������������������

【
入
院
の
場
合
】�

　
入
院
の
場
合
に
支
払
う
費
用
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。�

������������

　
な
お
、
入
院
の
一
部
負
担
金
や
食
事

代
に
つ
い
て
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

受
給
者
や
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
に
該

当
す
る
場
合
は
支
払
う
費
用
が
減
額
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。�

　
該
当
す
る
方
は
、
減
額
認
定
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。�

�

十
月
に
も
変
更
が
？�

　
老
人
保
健
に
係
る
医
療
費
負
担
に
つ

い
て
は
、
四
月
の
改
正
に
続
い
て
十
月

に
も
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
受

給
年
齢
の
段
階
的
な
引
き
上
げ
も
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
み
な
さ
ん
の
医
療
費
負
担
が
さ
ら
に

高
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ふ
だ
ん
か
ら
健
康
づ
く
り
や
上
手
な
受

診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。�

高
額
療
養
費
貸
付
制
度
の
ご
利
用
を�
こくほ�
�

老
人
医
療
の
一
部
負
担�

金
が
変
わ
り
ま
す
！�
�

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●�

⑺

◆院外処方せんを受付されました方�

　　　　　（院外薬局で薬を支給された方）�

　医療機関（200床未満）１か月1,500円⇒1,600円�

　薬　　局　　　　　　  １か月1,500円⇒1,600円�

　医療機関（200床未満）１か月2,500円⇒2.650円�

　薬　　局　　　　　　  １か月2,500円⇒2,650円�

　※異なる医療機関から出された処方せんで、ひ�

　　とつの薬局で薬の処方を受けたときは、処方�

　　せんを交付した医療機関ごとに支払います。�

�

◆定額制の診療所�

　１日800円（月４回まで）⇒１日850円（月４回�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まで）�

　※定額制の診療所の処方せんで、院外の薬局で�

　　薬の支給をうけるときは、薬局での負担はあ�

　　りません。�

◆院外処方せんを交付されなかった方�

　医療機関（200床未満）１か月3,000円⇒3,200円�

　　〃　　（200床以上）１か月5,000円⇒5,300円�

�

�
一　　　　般�
�
�
住民税非課税�
�
世帯の受給者�
�
�
住民税非課税�
世帯で老齢福�
祉年金受給者�

37,200円�
�
�
�
24,600円�
�
�
�
�
15,000円�

�
　  780円／日�
�
 90日までの入院�
   650円／日�
�
過去1年間の入院�
が90日を超える�
   500円／日�
�

   300円／日�

自己負担の�
月 額 上 限�
�

入院時食事代�
�



⑻

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。�

●人件費の状況（普通会計決算）�

区　分�

12年度�
千円 　　千円 　　　　　　千円 　　　％ 　　　　　　 ％�
�

住民基本台帳人口�

（平成13年3月31日現在）�

歳　出　額�

（Ａ） �

�

実質収支�
�

人　件　費�

（Ｂ）�

�

人件費率�

（Ｂ）／（Ａ）�

�

（参　考）�

１１年度の人件費率�

�

３０，８１７人　　　 １１，１１４，２４５　 ４０３，４７８　 ２，３７９，９７０ ２１．４ 　　１９．６�
�

人                千円� 千円� 千円� 千円� 千円�

２７６   １，１９９，３３６ １２３，６４０               ５２０，９１６     １，８４３，８９２          ６，６８０�
�

13年度�

●職員給与費の状況（普通会計予算）�

給　　　　料　　　　　職員手当 　期末・勤勉手当 　 計（Ｂ）�

（注）１　職員手当には、退職手当を含みません。　　　２　給与費は、当初予算に計上された額です�

区　分
職員数

�
�

給　　　　　　　　     与　　 　　　　　　    費  　　　� 一人当たり給与費�

（Ｂ）／（Ａ）�

�

●一般行政職の級別職員数の状況�
�

計�
�

1　級� 2　級� 3　級� 4　級� 5　級� 6　級� 7　級� 8　級�区　分�

標準的な�
職務内容�

職 員 数 �

構 成 比 �

主　事 主　事 主　幹 �
課長補佐�
係　　長�
主　　査�
�

課長補佐�
係　　長�
主　　査�
�

主事補�
課　　長�
課長補佐�

課　　長�
�

（注）１　八郷町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名等です。�
�

－　人 １５人 ３７人 ２７人 １３人 １０４人 ２２人 ２３人 ２４１人�

－　％ 6.2％� 15.4％ 11.2％ 5.4％ 43.2％ 9.1％ 9.5％� 100％�

　６月期�

１２月期�

　３月期�

�

●職員手当の状況�
�
区　　分� （平成13年度支給割合）�

�

期末手当�

勤勉手当�

退職手当�

支給時期�
�

期 末 手 当 � 勤 勉 手 当 �

勤続２０年 �

勤続２５年�

勤続３５年 �

最高限度額 �

区　　分 　　　　　　国 　　　　茨　　城　　県 　　 八　　郷　　町�
�

●一般行政職の初任給の状況�
�

１７４，４００円 １７６，８６５円 １８１，４００円�
�
１４１，９００円 １４２，８３８円 １４６，５００円�
�

２６８，５００円　　　　３２５，５００円　　　　 ３９４，３００円�
�
２３５，６００円　　　　２６８，５００円　　　　 ３２５，５００円�
�

大　学　卒�

高　校　卒�

大　学　卒�

高　校　卒�

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年�
�

●一般職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況�
�
区　　分�

議　　会�

総　　務�

税　　務�

農林水産�

商　　工�

土　　木�

民　　生�

衛　　生�

小　　計�

教育行政�

小　　計�

水　　道�

下 水 道�

そ の 他�

小　　計�

�

●部門別職員数の状況�

区　分�

部　門�

職　員　数（人）� 対前年増減数（人）�

平成11年� 平成12年� 平成13年� 平成11年� 平成12年� 平成13年�

政
部
門�

特
別
行�

合　　　　計��

会

計

部

門�

公
営
企
業
等�

一

般

行

政

部

門�

３６７，３３１円　　　４４．０歳�

３５７，４８７円　　　４１．８歳�

３２９，４７０円　　　４０．２歳�

●一般行政職の平均給料月額及び平均�
　年齢の状況�
�

区　分�
一　般　行　政　職�
�

平均給料月額� 平均年齢�
�

八郷町�

茨城県�

　国�

町　　長 　８０７，０００円

助　　役 　６１３，０００円

収 入 役 　５８１，０００円

議　　長 　３４７，０００円

副 議 長 　２９５，０００円

議　　員 　２７９，０００円

　　　　　　

　

�

�

　　計　 　　３．５５月分

●特別職の報酬等の状況　�

区　　分� 給料月額等�

給　料�

報　酬�

期　末�

手　当�

（平成13年度支給割合）

１．４５月分

１．５５月分

０．５５月分

6 月 期

12 月 期

3 月 期�

　
町
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、国
家
公
務
員
の
給
与
を
基
準
に「
八�

郷
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」で
定
め
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
の�

ご
理
解
を
得
る
た
め
に
概
要
を
公
表
し
ま
す
。�

� 町
職
員
の
給
与
と
定
員
管
理
状
況
を�

お
知
ら
せ
し
ま
す
　
　
平
成
十
三
年
四
月
一
日
現
在�

３�

５３�

１８�

２９�

１１�

１８�

７１�

１５�

２１８�

５５�

５５�

１０�

５�

１２�

２７�

３００�

�

３�

５２�

１８�

３３�

１２�

１７�

６８�

１４�

２１７�

５６�

５６�

１０�

７�

１２�

２９�

３０２�

�

３�

５２�

１８�

３２�

１１�

１６�

６８�

１５�

２１５�

５６�

５６�

１０�

８�

１２�

３０�

３０１�

�

△１�

２�

△１�

△６�

２�

△２�

�

△２�

△８�

△２�

△２�

�

１�

５�

６�

△４�

�

�

△１�

�

４�

１�

△１�

△３�

△１�

△１�

１�

１�

�

２�

�

２�

２�

�

�

�

�

△１�

△１�

△１�

�

１�

△２�

�

－�

�

１�

�

１�

△１�

�

�

０．６０月分�

０．５５月分�

　－　　月分�

１．１５月分�

 �

２８．８７５月分�

４４．５５０月分�

６２．７００月分�

６２．７００月分�

�

�

１．４５月分�

１．５５月分�

０．５５月分�

３．５５月分�

 �

２１．００月分�

３３．７５月分�

４７．５０月分�

６０．００月分�

計�

勤続年数�

�

自己都合（支給率）�勧奨・定年（支給率）�

（Ａ）�



朝日トンネル早期実現へ�

���������������������

解
雇
そ
の
他
の
不
利
益
な
取
り
扱
い
を

禁
止
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
改
正
前
は
、
育
児
休
業
・
介
護
休
業

の
申
し
出
や
取
得
を
理
由
と
す
る
「
解

雇
の
禁
止
」
の
規
定
の
み
で
し
た
が
、

改
正
後
は
、
解
雇
の
み
な
ら
ず
、
退
職

の
強
要
や
減
給
、
賞
与
等
の
支
払
い
に

お
け
る
不
利
益
な
算
定
、
不
利
益
な
配

置
転
換
な
ど

の
不
利
益
な

取
り
扱
い
も

禁
止
さ
れ
ま

す
。�

���������������������

一
定
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
を
制

限
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
労
働
者
や
、
要
介
護
状
態
に
あ

る
家
族
の
介
護
を
行
っ
て
い
る
労
働
者

は
、
一
か
月
＝
二
十
四
時
間
、
一
年
＝

百
五
十
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
の

免
除
を
請
求
で
き
ま
す
。
該
当
す
る
労

働
者
が
こ
の
請
求
を
し
た
場
合
、
事
業

主
は
原
則
と
し
て
、
こ
れ
を
越
え
る
時

間
外
労
働
を
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。�

�

���������������������
勤
務
時
間
の
短
縮
等
の
措
置
義
務
の
対

象
と
な
る
子
が
一
歳
未
満
か
ら
三
歳
未

満
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
短
時
間
勤
務
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、

始
業
時
刻
・
就
業
時
刻
の
繰
り
上
げ
・

繰
り
下
げ
、
所
定
外
労
働
の
免
除
な
ど

の
勤
務
時
間
の
短
縮
等
の
措
置
は
、
こ

れ
ま
で
「
一
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育

す
る
労
働
者
」
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
改
正
後
、
こ
の
措
置
の

対
象
者
は
、
「
三
歳
未
満
の
子
ど
も
を

養
育
す
る
労
働
者
」
ま
で
拡
大
さ
れ
ま

す
。�

����������

子
ど
も
の
看
護
の
た
め
の
休
暇
制
度
を

導
入
（
努
力
義
務
）        

　
　
　
　

　
　
改
正
法
で
は
、
事
業
主
の
努
力
義

務
と
し
て
、
小
学
校
に
入
学
す
る
前
の

子
ど
も
を
養
育
す
る
労
働
者
が
、
子
ど

も
の
看
護
の
た
め
の
休
暇
を
取
得
で
き

る
制
度
の
導
入
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
看
護

の
た
め
の
休
暇
と
は
、
負
傷
し
た
り
疾

病
に
か
か
っ
た
り
し
た
子
ど
も
の
世
話

を
す
る
た
め
に
労
働
者
に
対
し
て
与
え

ら
れ
る
休
暇
で
、
年
次
有
給
休
暇
と
は

別
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。�

��

転
勤
に
は
育
児
・
介
護
の
状
況
に
事
業

主
が
配
慮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
勤
務
地
な
ど
の
変
更
を
伴
う
転
勤
な

ど
を
行
う
場
合
、
事
業
主
は
、
労
働
者

の
育
児
や
介
護
の
状
況
を
把
握
し
た

り
、
労
働
者
本
人
の
意
向
を
配
慮
し
た

り
す
る
な
ど
、
そ
の
労
働
者
の
子
ど
も

の
養
育
や
介
護
の
状
況
に
配
慮
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。�

⑼

働
く
人
の
子
育
て
・
介
護
を
支
援�

「
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
」
が�

  

四
月
一
日
か
ら
全
面
的
に
ス
タ
ー
ト
！�

　
育
児
・
介
護
休
業
法
は
、
育
児
や
家
庭
の
介
護
を
行
う
人
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
総
合
的
な
内
容
の
法
律
で
す
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
育
児
や
介
護
の
た
め
に
休
業
を
と
る
こ
と
は
働
く

人
の
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
育
児
・
介
護
休
業
を
取
得
し
た
後
の
待
遇
や
職

場
復
帰
な
ど
に
対
す
る
不
安
か
ら
、
休
業
を
取
得
し
づ
ら
い
と
感
じ
て
い
る
人
は
ま
だ
多
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、

働
く
人
が
よ
り
安
心
し
て
育
児
・
介
護
休
業
を
取
得
し
、
職
場
復
帰
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
平
成
十

三
年
十
一
月
、
こ
の
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
改
正
法
が
全
面
的
に
施
行
さ

れ
ま
す
。�

県
知
事
に
要
望
書
提
出
　�

�
�

　
二
月
二
十
五
日
、
朝
日
峠
と
吾
国
山

（
道
祖
神
峠
）の
ト
ン
ネ
ル
化
の
実
現
に

向
け
た
県
へ
の
要
望
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
土
浦
市
、
笠
間
市
、
つ
く
ば
市
、
新

治
村
、
八
郷
町
の
市
町
村
長
、
県
議
会

議
員
、
市
町
村
議
会
議
長
は
じ
め
関
係

部
課
長
が
揃
っ
て
、
県
知
事
、
県
議
会

議
長
、
県
土
木
部
長
に
早
期
完
成
を
要

望
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
県
の
回
答
で
は
、
朝
日
峠
の
ト
ン
ネ

ル
化
に
つ
い
て
、
今
ま
で
各
調
査
を
実

施
し
て
お
り
、こ
の
計
画
を
具
体
的
に
進

め
る
た
め
に
、平
成
十
四
年
度
は
予
備
設

計
に
着
手
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
完
成
時
期
は
、
平
成
十
三
年
度
に
起

工
し
た
上
曽
ト
ン
ネ
ル
と
ほ
ぼ
同
時
の
、

平
成
十
八
年
度
に
竣
工
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
き
た
い
と
い
う
県
知
事
の
お
話

も
あ
り
、
実
現
に
向
け
て
明
る
い
希
望

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
　�

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
①�

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
②�

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
③�

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
④�

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
⑤�

橋本知事に必要性を説明�



����

　
シ
ュ
、
シ
ュ
、
・
・
と
、
小
気
味
よ

い
音
を
た
て
、
白
い
水
泡
を
飛
ば
し
な

が
ら
水
を
切
る
直
径
四
、五
㍍
の
水
車
。

そ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
ゴ
ッ

ト
、
ゴ
ッ
ト
と
杉
の
葉
を
搗
く
杵
の
音

が
響
い
て
く
る
。
ト
タ
ン
葺
き
の
小
屋

に
は
干
し
上
が
っ
た
茶
褐
色
の
杉
の
葉

が
山
と
積
ま
れ
、
日
当
た
り
の
よ
い
場

所
に
は
生
乾
き
の
杉
枝
が
一
面
に
乾
燥

さ
れ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
で
も
何
度
か
放

映
さ
れ
た
よ
う
に
、
駒
村
家
は
水
車
で

伝
統
工
芸
の
杉
線
香
を
製
造
販
売
す
る

老
舗
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て

こ
の
辺
り
は
筑
波
山
塊
か
ら
流
れ
出
る

谷
川
の
急
流
（
恋
瀬
川
上
流
）
を
利
用

し
た
十
軒
程
の
水
車
小
屋
が
並
ぶ
水
車

の
集
落
で
、
人
々
は
製
粉
や
精
米
、
う

ど
ん
や
杉
線
香
づ
く
り
を
生
業
（
な
り

わ
い
）
と
し
て
生
活
し
て
い
た
。�

　
わ
ず
か
に
一
軒
だ
け
残
っ
た
駒
村
家

の
水
車
は
、
湯
袋
峠
に
さ
し
か
か
る
一

の
沢
地
区
の
県
道
沿
い
に
位
置
し
、
庭

先
に
『
駒
村
清
明
堂
』
の
立
看
板
が
あ�

�������

����

る
の
で
分
か
り
や
す
い
。�

　
お
目
当
て
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
母
屋
の

裏
側
に
あ
る
庭
か
ら
下
の
谷
川
へ
下
り

る
崖
状
の
場
所
に
立
っ
て
い
る
。
場
所

柄
か
ら
も
自
生
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
幹
周
り
は
五
㍍
、
幹
は
地
上
一
㍍

の
所
で
二
つ
に
分
か
れ
、
枝
張
り
は
東

西
十
七
㍍
、
南
北
二
十
一
㍍
と
傘
の
よ

う
に
し
て
庭
を
覆
っ
て
い
る
。
樹
齢
は

百
五
十
年
以
上
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ

の
樹
の
勢
い
は
凄
い
。
根
元
の
周
囲

四
・
八
㍍
の
筑
波
石
を
真
二
つ
に
割
り

な
が
ら
育
っ
た
、
ま
さ
に
『
石
割
桜
』

で
あ
る
。『
子
ど
も
の
頃
、
割
れ
目
は
五

㌢
位
で
し
た
が
』
と
い
う
駒
村
勇
さ
ん

の
話
か
ら
も
、
樹
が
生
長
す
る
に
つ
れ

て
小
さ
な
割
れ
目
は
徐
々
に
広
が
っ
て

い
っ
た
よ
う
だ
。
人
間
の
目
の
届
か
な

い
所
で
う
ご
め
く
樹
木
の
生
命
力
、
根

や
幹
に
潜
む
強
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
た

だ
驚
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
も
と
も

と
桜
は
日
照
と
適
潤
な
土
壌
を
好
む
と

い
わ
れ
、
恵
ま
れ
た
環
境
が
こ
の
よ
う

な
巨
樹
を
育
ん
だ

も
の
と
思
わ
れ
る
。

満
開
に
な
る
と
筑

波
山
の
つ
つ
じ
が

丘
か
ら
も
遠
望
で

き
る
そ
う
だ
が
、

こ
の
桜
の
一
番
の

見
所
は
県
道
が
大
き
く
カ
ー
ブ
す
る
一

の
沢
集
落
セ
ン
タ
ー
の
裏
側
辺
り
か
ら

見
下
ろ
す
眺
め
だ
ろ
う
か
。
黒
々
と
し

た
木
立
を
背
に
、
淡
紅
色
の
花
は
あ
た

か
も
峠
路
の
花
簪
（
か
ん
ざ
し
）
の
よ

う
に
浮
き
出
る
。
時
季
に
な
っ
た
ら
是

非
と
も
足
を
の
ば
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
て
、
貴
重
な
紙
面
を
借
用
し
連
載

さ
せ
て
戴
い
た
こ
の
欄
も
満
三
年
が
終

わ
り
ま
し
た
。
紹
介
さ
せ
て
戴
い
た
樹

は
延
べ
四
十
本
に
な
り
、
ど
の
樹
に
も

想
い
ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
『
大
図
家
の
ク
ロ
ガ
ネ
モ

チ
』
に
は
感
慨
更
な
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
何
か
の
冊
子
に
文
明
と
文
化
の
違

い
に
つ
い
て
、
凡
そ
次
の
よ
う
な
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
『
人
々
が
親

し
ん
で
来
た
大
木
を
伐
り
倒
し
、
真
っ

直
ぐ
に
道
を
広
め
る
の
が
文
明
で
、
大

樹
を
残
そ
う
と
し
て
道
筋
を
変
え
る
の

が
文
化
で
あ
る
』
と
。
実
に
端
的
、
平

明
な
表
現
で
あ
り
ま
す
が
、
ク
ロ
ガ
ネ

モ
チ
は
全
く
同
じ
考
え
の
も
と
に
『
中

戸
沢
防
砂
工
事
』
の
伐
採
か
ら
免
れ
た

の
で
す
。
今
年
、
町
で
は
新
た
に
二
十

四
本
の
保
存
樹
を
認
定
し
、
管
理
者
の

皆
様
の
ご
協
力
を
戴
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
巨
樹
は
『
環
境
の
セ
ン
サ
ー
』

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
が
生

き
る
文
化
財
、
巨
樹
・
老
木
に
対
し
、

こ
れ
ま
で
同
様
温
か
い
眼
差
し
を
注
が

れ
ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
、
こ
の
稿
を

閉
じ
ら
せ
て
戴
き
ま
す
。�

　
や
さ
と
巨
樹
の
会
会
長
　
小
林
文
男�

�������

　
牡
丹
は
古
く
は
奈
良
時
代
に
薬
用

と
し
て
、
日
本
に
入
っ
て
き
た
と
さ

れ
ま
す
。
中
国
南
西
部
原
産
の
キ
ン

ポ
ウ
ゲ
科
の
植
物
で
、
根
皮
を
漢
方

薬
に
用
い
、
消
炎
解
熱
、鎮
痛
浄
血
、

婦
人
病
な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。�

開
花
ま
で
の
管
理�

　
牡
丹
の
成
長
は
気
温
の
上
が
る
二

月
下
旬
頃
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の

頃
に
、
芽
出
し
肥
と
し
て
化
成
肥
料

を
五
十
㌘
、
株
の
周
囲
に
四
十
㌢
く

ら
い
離
し
て
ま
き
、
か
る
く
す
き
込

み
ま
す
。
四
月
中
旬
に
な
る
と
、
早

咲
の
も
の
が
花
を
見
せ
始
め
ま
す
。

花
首
の
弱
い
も
の
は
支
柱
を
添
え
て

あ
げ
、
雨
が
降
り
そ
う
な
時
は
傘
な

ど
で
雨
避
け
を
し
て
あ
げ
ま
す
。�

開
花
後
の
管
理�

　
花
弁
が
散
り
始
め
た
ら
早
目
に
花

を
摘
み
、
お
礼
肥
を
施
し
ま
す
。
芽

出
し
肥
と
同
じ
要
領
で
量
を
二
倍
に

し
て
与
え
ま
す
。
樹
高
を
高
く
し
た

く
な
い
時
は
腋
芽
摘
み
を
し
ま
す
。

春
か
ら
伸
び
た
新
梢
の
基
部
の
芽
を

三
つ
残
し
、
上
部
の
葉
の
付
け
根
に

あ
る
芽
を
か
き
取
る
か
、
ピ
ン
セ
ッ�

�

�

ト
な
ど
で
え
ぐ
り
取
り
ま
す
。
遅
く

と
も
六
月
い
っ
ぱ
い
に
終
わ
ら
せ
ま

し
ょ
う
。
花
後
か
ら
梅
雨
に
か
け
て

病
気
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ベ
ン
レ
ー
ト
や
ダ
イ
セ
ン
な
ど
を
雨

の
前
日
や
梅
雨
の
晴
れ
間
に
散
布
し

ま
す
。
ま
た
、
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
駆

除
に
六
〜
七
月
の
間
、
株
元
に
ダ
イ

シ
ス
ト
ン
粒
剤
を
ま
い
て
お
き
ま
す
。�

秋
の
管
理�

　
九
月
下
旬
に
な
る
と
植
え
付
け
の

適
期
で
す
。
日
当
た
り
、
風
通
し
が

良
く
、
夏
の
西
日
が
避
け
ら
れ
る
所

が
最
適
で
、
何
よ
り
排
水
の
良
い
所

に
植
え
ま
す
。
移
植
は
株
が
大
変
弱

り
ま
す
の
で
な
る
べ
く
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、

三
回
目
の
施
肥
を
行
い
ま
す
。
骨
粉

油
粕
一
㍑
、
化
成
肥
料
百
㌘
、
熔
燐

百
㌘
を
施
し
ま
す
。
十
月
に
な
り
、

葉
が
黄
ば
ん
で
き
た
ら
剪
定
の
時
期

で
す
。
太
く
充
実
し
た
枝
に
は
二
個
、

細
い
枝
に
は
一
個
の
花
芽
を
残
し
剪

定
し
ま
す
。�

そ
の
他
の
管
理�

　
成
長
期
間
中
は
、
株
元
か
ら
次
々

に
ひ
こ
ば
え
が
生
え
て
き
ま
す
。
枝

を
増
や
す
場
合
以
外
は
土
を
掘
り
、

台
木
の
芽
も
一
緒
に
元
か
ら
取
り
ま

す
。
一
〜
二
月
の
間
、
越
冬
病
害
虫

の
駆
除
に
石
灰
硫
黄
剤
を
散
布
し
て

お
き
ま
す
。
　
園
芸
課
　
斉
藤
益
実�

花と緑の楽園�

茨城県�

⑽

ボタンの手入れ

八
郷
の
巨
樹
・
老
木�

（35）�

駒
村
家
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ�

所在地　小幡1899
管理者　駒村　勇
樹種名　ヤマザクラ
《バラ科・サクラ属》
胸高周　5.0ｍ
樹　高　15.6ｍ
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平
成
　
年
３
月
　
日
生
ま
れ�

父
　
幹
成
さ
ん
　
母
　
さ
ゆ
り
さ
ん�

　
家
族
か
ら
の
一
言�

　
と
て
も
や
ん
ち
ゃ
な
男
の
子
で
す
。

ラ
ジ
コ
ン
や
お
も
ち
ゃ
の
バ
イ
ク
で
遊

ぶ
の
が
大
好
き
。
最
近
は
、
お
兄
ち
ゃ

ん
た
ち
の
真
似
を
し
て
、
食
事
の
と
き

は
お
箸
を
持
ち
一
生
懸
命
に
ご
飯
を
食

べ
よ
う
と
し
ま
す
。
素
直
な
子
に
育
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。�

柿  

岡�

  

小
松
崎  

健
太
ち
ゃ
ん�

�

八
郷
の
歴
史�

（12）�

♥

�

わ
た
し
の
手
料
理�

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル�

食生活改善推進員　廣瀬正子（柿岡）

（ヘルスメイト）

【材料】（4人分）�

●生サケ 4切れ  ●片栗粉 大さじ2  ●揚げ油�

●ほうれん草　●ねぎ　10ｇ、●しょうが　

10ｇ、Ａ［白ごま　大さじ1・1/2、しょうゆ

大さじ1・1/2、酒　大さじ1・1/2、だし汁　

大さじ1・1/2、酢　大さじ1・1/2、砂糖　大

さじ1/2、豆板醤　大さじ1/4］�

●にんにく　1片　�

【作り方】�

①サケは1切れを4つにそぎ切りにする。�

②①に片栗粉をつけてカラリと揚げる。�

③ねぎ・しょうゆがみじん切りにし、Aと混ぜ

合わせて、ソースをつくる。�

④ほうれん草は、ゆでて3㎝の長さに切る。�

⑤皿にほうれん草をしき、その上に②をのせ、

③のソースをかける。�

け
ん

た�

���
　
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
文
明
の
利
器
に
逆
に
振
り

回
さ
れ
て
い
る
と
も
思
え
る
一
現
代
人
と
し
て
、

江
戸
時
代
の
村
役
人
層
の
筆
ま
め
さ
に
は
素
直

に
感
嘆
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
古
文
書
を
整

理
し
て
い
る
と
、
実
に
多
種
多
様
な
文
書
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
る
。
多
く
は
領
主
支
配
の
現

地
執
行
者
た
る
村
支
配
関
係
の
文
書
で
あ
る
が
、

村
役
人
の
立
場
か
ら
離
れ
た
、
私
的
な
文
書
も

か
な
り
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん
な
文

書
類
の
中
か
ら
、
今
回
は
私
的
な
『
日
記
』
を

素
材
に
江
戸
時
代
の
人
々
の
生
活
の
一
端
を
覗

い
て
み
た
い
。
使
用
す
る
文
書
は
、
上
青
柳
の

木
崎
真
家
に
伝
わ
る
文
書
群
の
中
の
、
文
政
三

年
（
一
八
二
〇
）
の
『
日
記
帳
』
（
茨
城
県
史

編
さ
ん
室
調
査
・
写
真
版
）
で
あ
る
。�

���

　
先
ず
、
一
年
を
通
し
て
そ
の
頻
繁
さ
に
驚
く

の
は
、
神
社
仏
閣
へ
の
参
詣
で
あ
る
。
正
月
十

八
日
の
峰
寺
（
西
光
院
）
か
ら
始
ま
り
、
二
月

二
十
五
日
に
は
筑
波
山
神
社
、
三
月
二
十
四
日

に
は
筑
波
山
神
社
か
ら
峰
寺
へ
、
四
月
一
日
と

五
月
二
十
一
日
、
六
月
十
八
日
に
も
筑
波
山
神

社
へ
、
六
月
二
十
日
に
は
雨
引
山
、
六
月
二
十

九
日
と
七
月
二
十
九
日
に
は
ま
た
筑
波
山
神
社

へ
、
さ
ら
に
八
月
二
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

は
四
泊
五
日
で
、
下
野
国
の
石
裂
山
参
詣
へ
の

小
旅
行
、
八
月
二
十
六
日
に
は
用
事
の
つ
い
で

に
一
ノ
矢
神
社
へ
、
九
月
二
十
五
日
か
ら
二
十

九
日
に
は
、
ま
た
四
泊
五
日
の
日
程
で
今
度
は

大
杉
神
社
と
鹿
島
神
社
へ
の
小
旅
行
、
帰
村
し

た
二
十
九
日
に
は
す
ぐ
に
筑
波
山
神
社
へ
も
参

詣
、十
月
晦
日
に
は
筑
波
山
神
社
か
ら
峰
寺
へ
、

十
一
月
に
は
旗
本
御
用
で
江
戸
へ
出
府
し
た
際
、

十
二
日
に
堀
之
内
祖
師
、
十
三
日
に
虎
之
門
金

比
羅
宮
へ
そ
れ
ぞ
れ
参
詣
し
、
年
も
押
し
詰
ま

っ
た
十
二
月
二
十
九
日
に
は
、
年
初
と
同
じ
峰

寺
へ
参
詣
し
て
締
め
く
く
っ
て
い
る
。�

　
ま
た
、
七
月
以
降
、
芝
居
興
行
の
記
事
も
目

立
つ
。
七
月
二
十
五
日
に
は
、
細
谷
村
の
風
祭

り
の
際
に
歌
舞
伎
芝
居
、八
月
十
一
日
に
は
、
月

岡
村
風
祭
り
の
際
の
地
芝
居
、
九
月
十
五
日
か

ら
は
宇
治
会
村
で
磯
山
佐
左
衛
門
殿
芝
居
、
十

月
一
日
か
ら
は
根
小
屋
村
次
郎
右
衛
門
殿
芝
居

が
行
わ
れ
た
こ
と
が
書
き
留
め
ら
れ
て
お
り
、

当
時
、
農
村
興
行
が
流
行
し
た
様
子
の
一
端
を

彷
彿
と
さ
せ
て
い
る
と
と
も
に
、
楽
し
み
の
一

つ
と
し
て
興
行
に
足
を
運
ぶ
当
時
の
村
人
の
う

れ
し
そ
う
な
姿
も
想
像
さ
せ
て
く
れ
る
。
こ
の

他
、
頻
繁
に
目
に
す
る
記
事
と
言
え
ば
「
土
浦

へ
行
く
」「
府
中
へ
行
く
」
と
の
記
事
で
あ
る
。

特
に
土
浦
へ
は
、
二
月
だ
け
で
日
帰
り
で
延
べ

十
日
も
足
を
運
ん
で
い
る
。
土
浦
と
府
中
（
石

岡
）
と
の
結
び
つ
き
は
、
木
崎
家
の
経
営
上
の

取
り
引
き
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
当
時
の
八
郷
町

内
の
村
々
が
土
浦
や
府
中
（
石
岡
）の
経
済
圏
に

包
摂
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
ま

た
、
若
干
な
が
ら
真
壁
と
の
つ
な
が
り
を
示
す

記
事
も
見
ら
れ
る
。
農
作
業
に
関
す
る
記
事
も
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
一
年
を
通
し
枚
挙
に
暇
が

な
い
。
他
に
も
、
冠
婚
葬
祭
や
周
辺
村
落
で
起

こ
っ
た
一
件
や
風
説
、
組
合
村
の
行
事
参
会
の

記
事
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
『
日
記
』
に

は
書
き
留
め
ら
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
町
史
編

さ
ん
と
い
う
歴
史
を
再
構
成
し
て
い
く
作
業
の

中
で
、
『
日
記
』
の
よ
う
な
私
的
文
書
も
、
ぜ

ひ
有
効
活
用
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。�

町
史
編
さ
ん
専
門
調
査
員
・
近
世
　
岡
部
真
二�

�

サ
ケ
の
素
揚
げ�

            

辛
味
ソ
ー
ス�

『
日
記
』か
ら
垣
間
見
る�

        

江
戸
時
代
の
村
人
の
生
活�

12
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⑿

　
立
春
も
過
ぎ
、
一
足
ご
と
春
が
近
づ
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。
四
月
は
、
花
の
季
節
と
共

に
入
学
式
で
若
い
お
母
さ
ん
方
の
よ
ろ
こ
ぶ

姿
が
浮
か
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
少
子
化
時
代
で
あ
り
、
わ
が
子
に
か
け
る

夢
は
大
き
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
期

待
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
母
親
自
身

も
学
び
人
間
と
し
て
、
子
と
共
に
成
長
し
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　

　
し
か
し
、
現
実
は
反
対
に
モ
ラ
ル
の
低
下

が
気
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
ん
な
折
、
友
か
ら
次
の
よ
う
な
便
り
が

届
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
便
り
の
中
か
ら
、
何
か
を
学
ん
で
く

れ
る
方
も
あ
ろ
う
か
と
ペ
ン
を
と
り
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匿
名�

�

　
　
　
友
か
ら
の
便
り
　
　
　
　
　

　
教
育
委
員
会
主
催
で
、
新
入
児
童
（
四

月
）
の
親
を
対
象
に
、
子
育
て
講
話
を
一
時

間
半
。
テ
ー
マ
は
「
お
母
さ
ん
の
忘
れ
も

の
」
と
し
て
、
母
親
の
心
の
持
ち
方
に
つ
い

て
。
三
十
前
後
の
お
母
さ
ん
方
に
古
い
時
代

の
私
の
考
え
が
通
用
す
る
か
ど
う
か
、
と
に

か
く
解
り
や
す
く
、
お
も
し
ろ
く
、
引
例
も

変
化
の
あ
る
も
の
、
そ
し
て
な
お
迫
力
の
あ

る
内
容
を
…
…
と
考
え
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
六
十
六
名
の
母
親
た
ち
。
開
会
式
に
お
く

れ
る
人
、
七
、
八
人
、
私
語
で
ゴ
ト
ゴ
ト
う

る
さ
い
人
、
五
、
六
人
、
時
間
の
始
め
か
ら

終
わ
り
ま
で
ガ
ム
を
か
ん
で
い
る
人
、三
人
。

真
剣
に
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
も
た
く
さ
ん

い
た
が
、
非
常
識
な
態
度
を
す
る
人
が
目
立

ち
、
終
わ
っ
た
あ
と
も
、
不
快
感
を
ぬ
ぐ
う

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
　
　
　
　

　
い
つ
か
ら
こ
ん
な
母
親
が
出
来
上
が
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
一
年
毎
モ
ラ
ル
の
低
下
が
目
立

っ
て
、
一
体
こ
の
よ
う
な
母
親
に
育
て
ら
れ
た

子
供
は
、ど
ん
な
子
に
育
つ
の
で
し
ょ
う
か
。

　
子
供
連
れ
で
来
た
母
親
も
い
て
、数
人
の
子

が
室
内
を
暴
れ
ま
わ
り
、先
生
方
が
苦
労
し
て

押
さ
え
て
い
ま
し
た
が
、
母
親
は
知
ら
ん
顔
。

　
他
の
市
町
村
の
家
庭
教
育
講
座
で
も
、
数

え
き
れ
な
い
程
、講
話
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
　

　
き
ょ
う
の
母
親
た
ち
に
は
全
く
び
っ
く
り

し
て
、
し
み
じ
み
日
本
の
教
育
の
行
方
を
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。�

わ
た
し
も
一
言�

　
評
　
　
日
本
教
育
書
道
連
盟
審
査
員
　
岩 

波 

芳 

水�

習
字
コ
ー
ナ
ー�

　
力
強
く
書
け
て
い
ま
す
。
こ
の
調
子

で
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。�

　
一
筆
一
筆
に
気
持
ち
が
こ
も
っ
て
い

て
た
い
へ
ん
よ
い
作
品
で
す
。
　�

小
桜
小
三
年
　
関
　
　
　
仁
　
美�

小
幡
小
四
年
　
桜
　
井
　
麻
　
衣�

吉生　菊 地 紘 美

小見　荒 木 義 行小倉　中 島 基 美　

Ｐ．Ｎ　M I O

Ｐ．Ｎ　テレビ・ジョン
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　３つの答えの中から正解を選びハ

ガキに書いて送ってください。　�

①八郷町教育振興大会は今年度で何

回目？�

�Ａ－１４回　Ｂ－２４回　�

�Ｃ－２５回　　　　　　　　　�

②老人医療の一部負担金が変わるの

はいつから？�

�Ａ－４月１日　Ｂ－５月１日�

�Ｃ－６月１日�

③第２回八郷町議会臨時会が開催さ

れたのは何月何日？�

　Ａ－２月５日　Ｂ－２月１５日　

　Ｃ－２月２５日�

［応募の方法］�

☆ハガキに広報クイズ168と書き、�

答えの記号（例①－Ａ）、住所、氏

名、年齢、世帯主と「私もひとこと」�

へのご意見や広報の感想などを書い

て送ってください。イラストやマン

ガも大歓迎。�

☆締切日　平成１４年４月２０日�

�　　　　　（当日消印有効）�

☆応募先　〒315-0195八郷町柿岡

　　5680-1 八郷町役場秘書広聴課�

☆当選者の発表　本紙５月号�

［広報クイズ166の当選者の発表］�

　正解は①－Ｂ、②－Ａ、③－Ａで

した。応募総数41通、正解41通の

中から次の10人が当選しました。�

足立芳子（小屋）荒木義行（小見）

市村志つ（小見）市村貴子（小見）

岡野聡美（太田）鈴木美穂（太田）

仁平洋子（小幡）長谷川和夫（大増）

山口節子（上林）山中和（片野）　

　　　　　　　　　　　［敬称略］�

　全問正解者のなかから�

抽選で図書券が当たるよ　�

やさと文芸�

�

短
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
大
　
塚
　
　
　
誠  

選  �
�������

俳
　
　
　
　
句
　
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰  

選  �
�����

俚
　
　
　
　
謡
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月  

選  �
�

広報ク
イズ  

168

　
昭
和
四
十
五
年
に
起
工
式
が
行
わ
れ�

た
大
規
模
農
道
（
現
在
の
フ
ル
ー
ツ
ラ�

イ
ン
）
の
工
事
の
よ
う
す
。（
昭
和
四
十�

七
年
当
時
）
国
道
125
号
線
と
、
国
道
50��

号
線
を
結
ぶ
大
が
か
り
な
工
事
と
な
り�

ま
し
た
。�

軒
先
の
籠
の
目
白
の
騒
ぎ
を
り
狙
ひ
定
め
し
猫
の
目
あ
り
て�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
　
弦
　
　
塚
　
田
　
キ
　
ヨ�

五
十
年
寄
り
添
ひ
生
き
し
両
親
の
後
ろ
姿
の
重
く
靜
け
し�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
　
荒
　
井
　
幸
　
子�

戴
い
た
銀
杏
作
り
の
俎
で
新
年
祝
う
の
し
餅
を
截
る �

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
岡  

　 

萩
　
原
　
照
　
子
　�

��

ト
ラ
ク
タ
ー
覆
ひ
か
け
ら
れ
春
を
待
つ
　
　
下
　
林
　
　
佐
　
藤
　
繁
　
子�

冬
ご
も
り
余
白
の
多
き
農
日
記
　
　
　
　
　
東
成
井
　
　
菱
　
沼
　
い
み
子�

ス
ィ
ー
ト
ピ
ー
花
び
ら
ひ
ら
ひ
ら
ち
ょ
う
の
よ
う
　
小
幡
小
三
年
　�

                                                 

　
　
　
　
　
　
　
　  

　小
　
林
　
真
梨
子�

��

一
人
暮
ら
し
に
支
え
が
嬉
し
伸
び
る
福
祉
と
両
隣
り�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　   

加
　
藤
　
弥
　
生�

長
い
不
況
も
笑
顔
で
耐
え
る
妻
は
我
が
家
の
福
の
神�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
　
塚
　
　
額
　
賀
　
力
　
江�

丸
く
生
き
よ
う
余
生
の
こ
の
世
な
ら
む
堪
忍
し
て
暮
ら
す�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
林
　
　
小
松
　
�
　
　 

榮              

　    

Ｐ．Ｎ　さくらメント

い
ち
ょ
う�

ね
ら�

ま
な
い
た
　�

き�

Ｐ．Ｎ　豆柴ちゃん

月岡　萩原　志づ
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�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

町
内
小
学
校
新
入
生
児
童
に
黄
色
い
帽

子
　
　
二
百
七
十
二
個
　
Ｊ
Ａ
や
さ
と�

����

　
二
月
二
十
三
日
・
総
合
運
動
公
園�

男
子
の
部
▽
優
勝
　
高
橋
邦
雄
（
山
崎
）

▽
準
優
勝
　
海
野
重
俊
（
大
増
）
▽
三

位
　
飯
島
勇
吉
（
山
崎
）�

女
子
の
部
▽
優
勝
　
高
橋
ち
が
子
（
山

崎
）
▽
準
優
勝
　
飯
島
は
つ
子（
山
崎
）

▽
三
位
　
石
田
て
る
子
（
大
塚
）　�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
敬
称
略
―�

�

■
訂
正
と
お
詫
び
　
広
報
や
さ
と
二
月

号
二
ペ
ー
ジ
下
段
の
本
文
二
行
目
の
五

ペ
ー
ジ
は
三
ペ
ー
ジ
の
誤
り
で
、
四
ペ

ー
ジ
下
段
の
本
文
十
六
行
目
の
後
に

は
「
き
っ
か
け
」
を
与
え
る
の
も
大
人
の

役
目
だ
と
思
い
ま
す
。
が
入
り
ま
す
。�

十
四
ペ
ー
ジ
出
初
式
の
模
範
操
法
は
第

一
分
団
第
二
部
が
入
り
ま
す
。
お
知
ら

せ
版
№
８
０
４
の
自
動
車
税
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
の
本
文
六
行
目
、
排
気
ガ

ス
性
能
に
応
じ
て
税
率
が
概
ね
一
三
〜

五
〇
％
高
く
な
り
ま
す
。
は
、
低
く
な

り
ま
す
。
の
誤
り
で
す
。
訂
正
す
る
と

と
も
に
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。�

�

��

　
第
十
九
回
茨
城
県
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
二
月
十
日
と
十
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
に
は
県
内
百
八
十
四
校
が
参
加
し
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
柿
岡
中
学
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
も
同
大
会
に
出
場
し
、
準
優
勝

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。�

��

　
「
今
回
の
大
会
の
目
標
は
決
勝
戦
に
出
る
こ

と
で
し
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
目
標
を
達

成
で
き
た
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
嶋
田
顧
問
。

「
試
合
で
は
冬
場
の
練
習
の
積
み
重
ね
が
発
揮

で
き
た
」と
満
足
そ
う
に
話
し
、「
決
勝
戦
の
後
に

流
し
た
涙
を
総
体
に
向
け
て
の
バ
ネ
に
し
て
ほ

し
い
」
と
選
手
た
ち
に
期
待
を
込
め
ま
し
た
。�

ま

ち

の
話

題

で

き

ご

と�

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の�

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い�

�（
連
絡
先
・
秘
書
広
聴
課
☎
内
線
一
三
四
三
）

柿
中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
県
大
会
で
準
優
勝�

��

�

対
話
教
室
で
町
の
施
設
な
ど
を
見
学�

　
ま
ち
づ
く
り
対
話
教
室
が
二
月
十
五
日
に
行

わ
れ
、
町
内
か
ら
十
二
人
が
参
加
し
、
町
の
施

設
や
史
跡
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
一
行
は
八

郷
町
役
場
を
出
発
し
、
県
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
佐
久
の
オ
オ
ス
ギ
や
、
今
年
竣

工
式
が
行
わ
れ
た
ば
か
り
の
町
内
四
中
学
校
の

一
つ
、
柿
岡
中
学
校
体
育
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
長
と
の
懇
談
を
兼
ね
た
昼
食
を
取

り
、
午
後
か
ら
は
下
水
処
理
場
建
設
現
場
で
工

事
の
進
み
具
合
を
確
認
し
、
青
田
岩
谷
古
墳
、

小
幡
の
筑
波
山
碑
を
見
学
し
ま
し
た
。
　�

「
一
日
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

町
の
施
設
や
歴
史
の
こ
と
が
学
べ
た
こ
と
が
よ

か
っ
た
」
と
参
加
者
は
語
り
ま
し
た
。�

　
八
郷
町
子
ど
も
会
ス
キ
ー
研
修
会
が
、
三
月

三
日
、
栃
木
県
日
光
湯
元
ス
キ
ー
場
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
百
八
十
六
人

の
小
学
五
、
六
年
生
の
子
ど
も
た
ち
。
当
日
は

八
郷
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
二

十
五
人
と
、
同
会
役
員
四
十
五
人
が
補
助
員
と

し
て
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
当
た
り
ま
し
た
。�

　
最
初
は
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
表
情

も
次
第
に
に
っ
こ
り
顔
。
暖
か
い
日
差
し
を
浴

び
な
が
ら
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。�

す
い
す
い
滑
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
な�

�

第
七
回
Ｔ
Ｂ
Ｇ
会
長
杯�

大
会
結
果�

�

下水道処理施設にて�



⒂

伝
統
芸
能
が
身
近
な
も
の
に�

 

林
小
学
校
の
卒
業
生
を
送
る
会
が
、
二
月
に

十
六
日
に
林
小
学
校
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
送
る
会
で
は
霞
ヶ
浦
町
在
住
の
能
楽

師
、
橋
岡
伸
明
さ
ん
を
迎
え
た
公
演
が
行
わ
れ
、

会
場
に
は
林
小
学
校
全
校
児
童
を
は
じ
め
、
保

護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。�

　
橋
岡
さ
ん
は
、
国
内
を
は
じ
め
欧
米
や
ブ
ラ

ジ
ル
な
ど
で
の
演
能
活
動
の
傍
ら
、
地
元
を
中

心
に
能
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
現
在
、
能
の
普

及
に
努
め
て
い
ま
す
。�

　
公
演
で
は
、
桜
井
校
長
先
生
を
は
じ
め
と
す

る
先
生
や
児
童
た
ち
に
能
装
束
を
着
て
も
ら
っ

た
り
、
楽
器
を
実
際
に
た
た
い
て
も
ら
っ
た
り

と
、
普
段
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
体
験

に
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
興
味
を
示
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
仕
舞
「
土
蜘
蛛
」
で
蜘
蛛
の
糸

を
投
げ
か
け
る
ハ
イ
ラ
イ
ト
シ
ー
ン
の
体
験
に

は
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
。
は
じ
め
は
緊
張
し

て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
次
第
に
興
味
深
く
橋
岡

さ
ん
の
話
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
ま
し
た
。
「
少

し
で
も
多
く
の
方
に
能
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

い
た
い
」
と
い
う
橋
本
さ
ん
の
思
い
が
参
加
し

た
み
な
さ
ん
に
届
い
て
い
た
よ
う
で
し
た
。�

�

���

　
二
月
十
五
日
中
央
公
民
館
を
会
場
に
八
郷
町

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
内
外
か
ら
六
十
五
人
が
応
募
し
、
百
五

十
九
点
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
今
年
で
四

回
目
を
迎
え
る
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
回
を
重
ね
る

ご
と
に
作
品
レ
ベ
ル
も
向
上
し
、
審
査
は
難
航

し
ま
し
た
。�

　
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

▽
大
賞
　
「
ギ
タ
ー
館
と
物
体
Ｘ
」
皆
川
　
武

郎
（
八
郷
町
）
▽
優
秀
賞
　
「
風
を
待
つ
」
山

口
　
克
治
（
笠
間
市
）・「
み
た
ま
踊
り
」
石
井

正
夫
（
石
岡
市
）
▽
町
長
賞
　
「
郷
の
五
月
」

友
部
善
太
郎
（
八
郷
町
）
▽
Ｊ
Ａ
八
郷
賞
「
稔

り
」
滝
田
　
茂
（
八
郷
町
）
▽
教
育
長
賞
「
朝

霧
」
小
林
　
優（
八
郷
町
）▽
商
工
会
長
賞
「
郷�

���

愁
」
渡
辺
　
幸
雄
（
土
浦
市
）
▽
観
光
果
樹
組�

合
賞
　
「
郷
の
曙
」
井
上
　
譲
（
下
妻
市
）
▽

入
選
　
飯
田
　
常
男
（
霞
ヶ
浦
町
）・
石
井
　
良

一
（
土
浦
市
）・
井
上
　
譲
（
下
妻
市
）・
大
関

栄
一（
水
戸
市
）
・
久
保
田
貴
美
（
八
郷
町
）・

小
林
　
豊
帆
（
水
戸
市
）
・
関
　
倖
江
（
古
河

市
）・
外
山
　
恵
美
子（
土
浦
市
）
・
田
上
　
雄

一（
友
部
町
）
・
仁
平
　
修
介
（
八
郷
町
）・
長

谷
川
正
一（
岩
間
町
）
・
藤
井
浩
一
（
石
岡
市
）・

藤
田
　
孝
雄
（
大
宮
町
）
・
宮
田
勝
雄
（
水
戸

市
）・
山
口
　
勝
己
（
石
下
町
）  

【
敬
称
略
】�

　
こ
れ
か
ら
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
町
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
活
用
し
、
役
場
を
は
じ

め
、
町
内
施
設
に
作
品
を
展
示
し
て
広
く
八
郷

町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。�

����

　
い
よ
い
よ
年
度
の
締
め
く
く
り
と
な

る
月
に
突
入
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
今
ま

で
を
振
り
返
っ
て
み
る
・
・
・
と
い
う

の
が
お
決
ま
り
の
よ
う
で
す
。�

　
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
広
報
に
携

わ
り
早
四
年
。
今
ま
で
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
数
々
の
失
敗
を
思
い
出
し
ま

す
。
中
で
も
大
き
な
失
敗
談
は
、
今
か

ら
二
、
三
年
前
、
あ
る
保
育
所
に
中
学

生
が
お
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う

情
報
を
聞
き
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
で
か

け
て
行
っ
た
日
の
こ
と
。
園
児
と
中
学

生
何
人
か
が
お
花
を
囲
ん
で
い
る
と
こ

ろ
を
撮
影
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
中
学

生
が
帰
っ
た
後
、
ふ
と
カ
メ
ラ
を
見
て

び
っ
く
り
。
フ
ィ
ル
ム
が
入
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。
フ
ィ
ル
ム
が
入
っ
て

い
な
け
れ
ば
、現
像
も
で
き
ま
せ
ん
し
、

広
報
に
も
載
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
慌
て
て
事
情
を
話

し
、
翌
日
中
学
生
に
来
て
も
ら
い
ま
し

た
。
撮
影
が
無
事
終
了
し
、
広
報
紙
に

め
で
た
く
載
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
さ
て
、
八
郷
町
で
は
こ
の
ま
ま
雪
景

色
を
見
ず
に
春
が
来
て
し
ま
う
の
で
し

ょ
う
か
。
全
国
的
に
暖
冬
と
い
わ
れ
、

桜
の
開
花
も
早
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
入
学
式
の
前
に
散
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
。
　
（
且
）�

�

編
集
室�

今
年
の
入
選
者
は
？�

�
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〈
３
条
申
請
〉�

　
農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
す
る
時

に
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要

で
す
。
許
可
を
受
け
ず
に
行
っ
た
売

買
は
法
律
的
に
無
効
で
あ
り
、
所
有

権
移
転
の
登
記
が
で
き
ま
せ
ん
。�

　
な
お
、
資
産
保
有
や
投
資
目
的
に

よ
る
売
買
、
ま
た
農
地
を
取
得
す
る

適
格
者
（
自
ら
が
権
利
に
基
づ
い
て

耕
作
す
る
面
積
が
、
申
請
地
を
含
め�

����������������

�����

て
五
十
㌃
以
上
）
で
な
い
場
合
は
許
可

さ
れ
ま
せ
ん
。�

���������������������������

��������

　
農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
住
宅
、

車
庫
、
工
場
、
倉
庫
、
資
材
置
場
、
駐

車
場
、
山
林
な
ど
に
用
途
を
変
更
す
る

こ
と
で
あ
り
、
農
業
委
員
会
を
経
て
、

知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。�

〈
４
条
申
請
〉�

　
自
分
名
義
の
農
地
を
転
用
す
る
場

合
。�

〈
５
条
申
請
〉�

　
他
人
名
義
の
農
地
を
買
っ
て
、
あ
る

い
は
借
り
て
、
転
用
す
る
場
合
。�

　
４
条
申
請
と
５
条
申
請
は
次
の
よ
う

な
内
容
を
審
議
し
ま
す
。�

①
転
用
の
目
的
は
適
正
か
。�

②
転
用
の
面
積
は
適
当
か
。�

③
必
要
な
同
意
は
あ
る
か
。�

④
付
近
の
農
業
に
与
え
る
影
響
は
ど
う

か
。�

⑤
転
用
の
目
的
は
確
実
に
実
現
で
き
る

か
ど
う
か
。�

⑥
他
の
法
令
関
係
で
手
続
き
が
必
要
な

場
合
は
、
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
。�

　
な
ど
を
書
類
審
査
し
、
ま
た
申
請
さ

れ
た
土
地
の
全
て
に
つ
い
て
、
現
地
へ�

�

�

行
き
、
調
査
を
実
施
し
ま
す
。�

� （
注
）

町
が
定
め
た
農
業
振
興
整
備
計

画
に
よ
る
農
用
地
区
域
内
の
農
地
は
、

原
則
と
し
て
、
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。�

　
ど
う
し
て
も
転
用
が
必
要
な
場
合
は
、

転
用
許
可
申
請
前
に
、
農
用
地
区
域
内

か
ら
の
除
外
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。�

※
詳
し
く
は
役
場
農
政
課
　
農
政
係

（
内
線
一
二
一
三
）
ま
で
。�

　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●�

��

〈
３
条
申
請
〉�

毎
月
十
五
日
ま
で
に
申
請
　
　
　�

　
　
　
　�

定
例
委
員
会
で
決
定
（
毎
月
二
十
五

日
）
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
　�

許
可
書
交
付
（
申
請
月
の
月
末
）�

�

〈
４
条
・
５
条
申
請
〉�

毎
月
十
五
日
ま
で
に
申
請�

　
　
　
　�

定
例
委
員
会
で
審
議
（
毎
月
二
十
五

日
）�

　
　
　
　�

県
（
ま
た
は
国
）
で
決
定�

　
　
　
　�

許
可
書
交
付
（
申
請
月
の
翌
月
の
末
日

以
降
）�

�

�

※
申
請
・
委
員
会
日
が
土
・
日
、
祝

祭
日
の
場
合
に
は
そ
の
翌
日
に
な
り

ま
す
。�

　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●�

���

無
断
転
用
に
は
厳
し
い
罰
則�

　
許
可
を
受
け
ず
に
行
っ
た
行
為
は
、

農
地
法
違
反
で
す
の
で
、
農
地
等
の

権
利
取
得
の
効
力
が
生
じ
な
い
だ
け

で
な
く
、
都
道
府
県
知
事
は
工
事
の

中
止
、
原
状
回
復
な
ど
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に

違
反
し
た
場
合
に
は
、
三
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
、

あ
る
い
は
六
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は

三
十
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。�

■
転
用
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点

は
役
場
農
業
委
員
会
事
務
局

（
内
線
一
二
五
一
）
ま
で
。�

���

農
地
の
売
買
に
は�

  

許
可
が
い
り
ま
す�

農
地
の
転
用
に
は�

  

許
可
が
い
り
ま
す�

転
用
申
請
を
す
る
場
合�

は
、
農
振
が
除
外
さ
れ�

て
い
な
い
と
で
き
ま
せ�

ん
。�

※
詳
し
く
は
役
場
農
政
課
　農
政
係�

（
内
線
一
二
一
三
）
ま
で
。�

�

許
可
書
の
交
付
ま
で�

�

許
可
な
く�

　

転
用
し
た
ら
？�

�


